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Flow diverterを用いた脳動脈瘤治療
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はじめに

　大型・巨大動脈瘤は全動脈瘤の 5～10％を占めてお
り，10mm以上の大型動脈瘤の破裂率は年間4.37％，
25mmを超える巨大動脈瘤では年間33.4％と非常に高
率である１）．治療として外科手術と血管内手術が行わ
れているが，クリッピング術や母血管閉塞とバイパス
術併用をはじめとする外科手術では侵襲性が高く，巨
大動脈瘤に対する外科的手術の死亡率は 5～22％との
報告がある２）．一方で従来のステント併用コイル塞栓
術でも再開通が高率に生じることが知られており3)-5)，
大型・巨大動脈瘤における再開通率は 7～26％との報
告がある6)-9)．このような症例に対する新たな治療デ
バイスとして開発されたのがflow diverterと総称さ
れるステントである．Flow diverterは目の細かいメッ
シュ構造で，動脈瘤に流入する血行を制御することに
より，動脈瘤の破裂や増大を防ぎつつ，母血管を温存
するという画期的なデバイスである．本稿ではflow 
diverterの 1 つであるPipelineについて述べる．

Pipelineに関して

　白金/タングステンおよびコバルト/クロム/ニッ
ケル/モリブデン合金のワイヤーで構成された円筒形
のメッシュである（図 １ A）．わが国では2015年 4 月

に薬事承認された（適正使用指針）．その治療機序と
しては，ステントメッシュによる血流阻害効果で瘤内
血流をうっ滞させ血栓化を惹起すること，ステントメッ
シュが新生内膜の骨組みとなり，大きく欠損した親動
脈壁が修復されやすくなることがあげられる10)．

Pipelineに関する
クリニカルエビデンス

１ ．PITA（Pipeline for Intracranial Treatment of An-
eurysm）試験11）

　欧州と南米 4ヵ国で行われた前向き単一群多施設共
同試験である．
　対象はワイドネック（ドームネック比1.5以下，ま
たはネック長 4 mm以上）あるいは前治療が失敗に終
わった動脈瘤31例であった．
　Pipelineの留置成功率は97.7％であり，半年後の動
脈瘤完全閉塞率は93.3％と極めて良好な成績であっ
た．周術期脳卒中は6.5％に認められたが，2年後のフォ
ローアップでもいずれの症例も再開通や血栓症を認め
なかった．

２ ．PUFS（Pipeline for Uncoilable or Failed Aneu-
rysm）試験12）

　欧州 2ヵ国と米国で行われた前向き単一群多施設共
同試験である．
　対象はワイドネック（ネック長 4 mm以上）かつ最
大径が10mm以上の未破裂内頸動脈瘤であった．
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